
工学部への招待 2002-2003

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-01-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10466/14665URL



工学部への招待

2002・2003

大阪府立大学工学部
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大阪府立大学工学部への紹待状

科学技術が拓く人類の未来.ノ

大阪府立大学工学研究科長 ・工学部長

武田 洋 次

科学技術は急速な進歩をしており、そのお陰で

人類は恵まれた生活を過ごしています。しかし科

学技術の恩恵を受けているのは先進悶のごく 一部

にすぎず、開発途上国ではその思恵を受けずに食

料すら満足に出来ない国がたくさんあります。

エネルギー問題、地球温暖化、食糧危機など迫り

くる人類共通の課題を解決するのは科学技術をお

いて他になく、さらなる科学技術の発展に大きな

期待が寄せられています。

バブル崩壊後の日本経済の再建をめざし、日本

政府は科学技術創造立;国を実現するためさまざま

な施策を講じています。しかし、これらの施策を実現するには先端的な科学技術

に挑戦する優秀な人材が不可欠です。日本経済は非常に厳しい状況にありますれ

科学技術の水準は非常に高く、 3年連続のノーベル11・受賞からもこのことが飼え

ます。しかし、これらの輝かしい成果'i--朝一タに成し遂げられるものでなく、

偶然や思いがけない事象を見逃さない能力とたゆまない努力が必要です。これら

があいまって幸運を引き寄せ、 人類の未来に貢献する真理の発見や発明に巡り合

うことができます。

希望に満ちた豊かな21世紀を実現するためには、脊い創造力あふれる研究者 ・

技術者が不可欠で・あり、諸君への期待は大きいものがあります。文部科学名iが公

募した [21険紀COEプログラムjの学際 ・綾合 ・新領域の分野に大阪府立大学工

学研究科の応募したプログラムが保択されました。これは、研究水準の向上と世

界をリードする創造的な人材育成を凶るため、選ばれた特定の大学に重点的な支

援を行い、国際競争力のある側性搾く大学作りを推進するものであり、我が工学

研究科がその拠点に選ばれたことは喜ばしいことです。諸君はこの工学研究科に

おいて世界に通用する研究教育を受けることができます。

科学技術は無限の可能性を秘めています。森羅万象に感動し、探求心を失うこ

となく挑戦すれば、科学は必ず報いてくれます。

諸君の夢を自らの手で実現しませんか。

工学部では諸君の挑戦を待っています。

⑤
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工学部

あらゆる産業・料学綬術の発震を支えて
織繍システム工学科

織鍛工学の車帯主主主主銚戦 :

絶滅との共生をめざしたエネルギーと11焼
エネルギー樋練工学利

大量Eへ一一そして宇宙ヘ
フロンティアをもとめて

航空宇宙工学科

人と海との共生をもとめて
湾海システム工学科

化学がひらく新しいt!t界
iIii用4じゅ科

ハイテクからエネルギー・地裁環焼まで
俗学工学制

将軍司革命、人類の未来と先錨材料の隠発
将料工学科

先進テクノロジーは

『科学J的怠物質の溜解からl
働能物質事l学科

機械系

「

物 系



.L ~J 
官 u・4 ・

工学童日l立線級系、電気・情報系、物質系の3

つの系から惰成されζいます。それぞれの系に

は4-5の学科があり、幅広い内容の教育・研

究が行われています。

より高度で専門的な学習・研究をめざす方

l立、学部率業後、大学院で学ぶことができます。

.仇

系:

学13i・繰る ・線求する 1自然科学の索
数理工学斜

物理で箔く新しいヱレクトロニクス
電予物理工学料

ハード・ソフトハートでチャレンジ/

電気電子システム工学利

人lごやさレい情報化社会をめざして
情額工学斜

情報化社会の経営を科学する
経営工学制



.1. 

工学部ヘ入学するために

入学者選抜試験
大飯府立大字エ宇部では、明接話目的

競識を持宮、君主字する罪名愈と字力の高品

人な受iフ入れるため.また書くの~段者

にl控室荏寺えるために.次のよう..~憾

な選鉱万涯を実施しています。

と竺竺
大学λ試セン5-m袋詰よ(j車掌工宇

君臨が笑能菅る倍刻字力事長蒼の五五翻.純益

1!lならびに程照診断の結捕に箆づいて総

合判定します。

日程1草、持色ある公::IT.大学中揚日程

(1日C日桓}です。ただし、卸売')当1:力検

査を実隠するに当ワ、志願者総長f古事 袋

入誕の拘l日18在穏えるときには.大字λ

mizンヲー主主占室長IR品目よび潟蕊21に基づ

苦諾1段階の泣偵を行い、その合俗世に

ついて認別学力検廷を行うごとになりま

す。

也監竺
一部の宇殺が実隠しているもので、志

望意志力、強〈、-~，の字力と勉学に対す

る窓欲奄跨っている人荏‘出回E高等学校

長のi繁蔚に1i!づ告、小詩文と箆j圭によっ

て滋捜します。

各学4過ごと1こ志願者滋が!#Ui.人民の10

1E在越えた場合l革、i!H.'i:Jj選考によって祭

l波宮他者在決定し.その合帰省につい

て第E次泣考を実施します.訳験問、 11

月上旬に実縫します.

[帰国子女均特別選銭 | 
大学銭高の留際{むを推進し、一般学宝

の図際符沼野を広める観点か岳、海外在

留による外国字校出身者宅損霊的に受ゆ

入れるため.主学制可制邸時11って

います。

選按1;)学力銭否反主制、口5目減問 ・菌t量、

提出密集llU低t聖路1，0)!吉宗に基づく総

合判定で行われます。誠験Id:.I r:月上旬

に実施しますg

|外国人の特別蹴 l 
包際{じE奇代の遊間こ応じて、外国人留

学笠を吏1ヲ入れることは、街代の袈1i!iと

言える苦しよう。本学工事部でも、向学

Ii)f，ご燃えた外Il!l人留か笠に門戸を開いて

います。試lijil<i、3月上笥に.学力後s
とE芸j葺によって行います。ただし、あら

かじめ日本留学訴訟 (8:.<回目事務高務会

庁袋路}およUTOEFしな交ける必獲

があります.

1高等専F枠制、らの編入学設験 |

一部の宇科が実E唱しているもので、工

員巨高等専門学校長方、ら;陸間;された学生証

i昌ほのうえ、 3~次に寝入立せることが

で告る郁!l!ですs

i謡館は、宇カ験音、郵接、鑓娘診断、

出身字慨における成績、調曹司自寄に~;!づ

く総合同定で行います。訴駿1;)7問中旬

に実仰し家亨e



募集人員 (平成15年度予定)

学 稀 定 員 般 j信 官見 帰国子女 1外 毘 人

絡 協シ ス テ ム工 学科 40 38 若干名

エ ネ ル ギ ー 機彼 工 学 科 30 εg JJ 

.. ;; 空 字 留 工 増 3ヰ 30 ε5 3 JJ 

沼気 f富子システム工学科 35 34 1 JJ 

泡 子 物 王室 工 学 キi 35 34 1 JJ 

1月 報 工 学 耳、1 30 εg 1 JJ 

応 溺 化 学 科 40 38 1 JJ 

{じ 学 エ 学 ヰヨ 35 31 3 JJ 

.l~ 料 工 学 幸司 35 34 JJ 

機 lli 物 員 科 学 ヰ埼 <10 39 JJ 

海 洋 システ ム 工 学科 30 29 JJ 

t~ 活 工 学 ヰ耳 30 29 JJ 

量責 j!i! 工 学 ね 25 24 JJ 

合 計 435 416・ 6 13 

市i量i)j入学および帰国子女特別選法による入学芋続完7百殺が、一殺滋1).<の局に協定

しま'!Iので、この人哉と需買力廷が祭質的事一殺J量wの綜態人裁に耳ります。

羽れの入亨弐

.. ， 



システム工学科

あらゆる産業・科学技術の発展を支えて
!II~降雪量モータ@安定包

削"'‘官25-m・

~ .. ・.."週叫シミ.1戸ショニ内

子(~~I) ~ 
Pと¥

mL込与
態調際混移II飽'"繊⑤符包
に... る鴎完

.，曜嶋道総'"箪怠壇疑システムょ
純比~，f)ßi鋤台~I宣うて訓神対闘のよう剖l*~抱削‘今後鵠$1"'1'/'4"'.刷:守るか蛇喝岨$の
!>tI胤角誕の累'心場e‘申に奥〈するか@鶴見3制調鈎"，..v-y昨ぜ誠実包謹定臣織を倉健リて

の陶尚治‘J.HI録。寄理信ど"通じτλk'.純;1)...t.s.-.UI臨むた弱気にJ!l9包んでいf.'I-・ 刷閣制咽臨，三="・・ク'aZ

{主な授鶏科目〉

慢陪I~冊。右
檀陪車全'JJ，:'
HH)r'i~ 
村河本}J'持
叫Jt~ì:
峰崎11制
措I~よ'1) 1'
措抽，!t州論
抽J:阪崎
品質原町
シ"-テふ"割a
p・ItJJ?
守町h字
決杭硲附J，i'j"
}，而工?
前後.工中

(， 

-身の留りでは

み怠さんの宣活幅、負制・衣服 ・烹Eか

ら始まって.3e過や愉滋手段としての鉄

道・ g到91鮒05・航費Vlから名.ru:謹察

機慌、製造プラント、11m祉会在支える

通告側城.勉学や微鏡に欠かせ思い沼稲

事どの却刷物‘亡らにはスポーツ・レジ

ャーに必愛車1iI~t.>と. すべて語種の畿

読宅周い主混作古れているもので支えら

れZいます.をt.ばかりか.人菌防生存

そのものに不可究I，>!l!気や水で古え.処

逮奄:品賓とし、そのための空調機諸やポ

ンプ忽どが本町史iこ/..っています。

.""1::は
すべての在銘に何らかの形で健械がI刷等

し、 その他自Eの同上が苗産接持の~腐lこ

穴号〈筒i献しています。たとえば、 liili:E

畠底は姥展と導入が見られる自動磁、ロ

ボット、オートメーシヨシ般鵠も、その

問先や般道に偽時短備が大吉1J.役割在集

たしています.また、ファイン世ラミッ

クスSとの野義符を却工し~1Il施鵬酒"

刷としZ港湾を計るのもや区り憶健銀械

の飼う役軍粉ひとつですe
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忠実~:':ØHの篭号;'"

。究径のマイクロマシン根毛宅ータ
事提I:t-?U!$.側、tlIoll伝/分で網仰のλタリAー念

日泌邸依き "可，~.Jす.~町屯'"ータの防止5の附!í'cU.

:: I m.'，i!の拠紙担 。ゎf:.るマイグロマシン副知こノ、~<

't.f.t;r-f"る.ニとが1持1.さILてい!l'r，・

-あらゆる分野で

機4最短銃笥が，孟EEする l旦野は~;錦に広く、

卒業生が尭開基しているま患の怨i!I!の事機

古からも向うことがで珪ます@軽量械工学院、

材車場、エネルギー、1再裁を3本の!i!!岱捻と

する複々の字鈎より構成されています。

批彼システム工学科{草、材料力学、{盛4培応

潟力学、加工学の教育研究基行う機械設

総工字j品筏と.綿密工学、計調l主字、制凶

工学、 l酷1"力学の教育司17~遅行う同機態

l忠誠システb泌震で偶m;されています。こ

:t1616、基~工学 ・ 成金主智・鼠同工学

の奇分野在絹認するものとなっています。

ht也 fwww，mech.a.osakafu.uacJt/

大Jl'I泌III!!I!iI銀総務竃およUi.l!lI!鼠緩縫のザンフ'JI-s蛾 ・

UHゃl'治腐口itir;.{iiJRt，パ白書どされどと与の)J学的?を仰や

鮫機制"安材伐均たののは~mノíi:.:rff-:点、‘S'f.. 

-教育問究内容

i品設でl草、箆 1年次からの専門主E悦科習

を通じて、t揖慌工学の謹践を逮践し、学年

とともに機ほのお皮{出産E化 ・ ~Dí主化 ・ 高

LZ煩!住t二対応した専門叙宵を宇ぶことが

で珪ますn さらに、渓習 ・実験 .j¥l習書生宵

を霊視することで実践的な人材を務員Eす

ることを白隙にしていますeまた、本学科

l孟エネルギー機械工学科ι綿密な必絡を

ιり1J.がら機械工字主俸の教宵羽究に努

刀しています。

〈主な就機先}

lヲタ佐1~~)Jll 
三韮1自工&3
IJ S(.~n'J'J1 
紳戸初鋼所

1:':'1、屯x
Fイハ〆[，1，
_;.~ 1;1 dt恥l‘
以z
J，ミセラ
~下 ・詰'~Htm
セイコーエフソン

スス'キ
ヤャ，、発効{誕

Yぞ世 フ

fl左.t全1工盟
三浮世機
村rflOWl'i苛
発-，孟シス

竹中:1:統的

kWIlI 
.t~.'~M:r: 
イト ー者タレヒT，
y ・0ノ

， 



エネJ 学科

機械工学の新たな挑戦:

地球との共生をめざしたエネルギーと環境

I!lIJlに郎官した高間苦言師出代ジヱツトエンヲシV1.iYJI)-A;(li!似(削}日本間宣明エンジンl罰金}

t主な11'1黛利回 - 払たち除、 王手ルギーの，~室・変換 ・ 貯 . 総淀体・動1J工撃演E-..

B錨2総5h霊~l堂1
" ・2軍司に関連するa.々な機器とその費 n~臨エネルギー句有効弘司や接続内で完

議官溜目邑.~貝という霊平均草表題に. 笠宮晶議々怠無ぬ哩露呈湾決するために

限信工学の霊震をもって取り組む一方で、 6寅~伝鉱工学に認する耐えおよV21

工利凶Zーシ文子b.主停奇総合的にとら 出認のエネルギー涼と野区れるを銭E合に

:，_，;えテムWI向I，J; え‘地底辺境奄おびやかさないよう耳、 関するt!総研究.
エ-1.ル占Fーショtチ!.1:'号h

省工ネ)~~ーと;.;穏健全に優れたシステ 信;自11窃用ガソリンエンジュヘ B速ディシ又テム1:情.." 
エ t./!. 平-'~iW，J， ムな創渇していく必要があります.工不 ーぜJレエンジン、 天然ガスエンジン、 1ゴ

)~:I'-I臨~'r工学斜!ζ このよう1J1l!点力、 ;(51ーピン、 71，イラなどの熱効率向よと

&i11究袋行うと問自宅に、f手広い視界をl宥 排気浄{むに関する基縦約締究、燃料の行

つ人材7.tl'll成しています。 幼制問と大気1出演汚~.物質低減をめざし

ニト，.'f31144!t1 'dl，け‘時

- エネルギー機ほ工学科I;t、『線EZ件・即J 』と商'.Q:~謂筑波IIJの構築、燃制滋;出および

刀工学Hうよぴ fエネルギー・ IJI峨ヱザJ iJUi占の燃1耳、 高度綜鏡、祭蛮力l車場下の

のニつの鴻穫で倒庇さn.それぞ礼次の t揖悦吟レーザ母応f聞した辰隠1生EZ体の~.. 

ような研究在行っています. III舷計剥法の開発、経燦然健、なと.

θ 
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火の利用に始まる人煩の文明をこれまで支

えてきたエネルギ一。とこるが、近茸のエ

ヰルギー穴居:増資f<l:.lIl!tf.JJill克在むしぼん

でいます.{!lt械工学.iilJs工学在活用して、

来業社会に望ましいエネルギーシステム在

締宍するため、孫に泌践してみませんか?

ラジオゾンデfこよる大気壇場の野引観測

悶l私たちな取り巻くあらゆる人j掴活動一

秘送・峨送、生産拡どーの向上とそのシ

ステムとしての司捻1:<在i寄る隊司な流体

現象のメプjニズムに関する，~従前究、J.iil

S毒やコンビュ一世によるシミュレーショ

ン。

・ 工事ルギー ・1明境工学;品鹿山

{l)太鼠先や尽力などの邑然I:i'，)レ芋ーを

利照した発惣システム、近五正来型喜s市宮E

i軍としての燃料怨3自による熱!11m給シス

テム、およびこみ発電システムなどにつ

いての‘去*社会にふさわしいエネルギ

ーシステムの尚祭，

12I!i1l1事現儲から地Iirca91.男悦に至るまでの
限III問題発生のjfP湖、自臨場へのリスヲの

h批αIlwwwanergY.0S9kafu--u.8c.Jo/enersY.htm

〈主な就穂先}

li¥AX 
オムロ ン

111哨可仁I:Jl
カゴメ

キヤノ ン
クオ'J'

神戸製助暗
コャッ
三i午・臨機
ニl世工荒
シャ四フ

問削1il袖，lr.暗線圃 ìJi日1~γ'J~ーシ当ンズ

.¥t出尽混

包況をめi!した工学分野の面i究。とりわ

1:1" .人隠の三回にとって正道illl説鍾であ

るエネ)1，ギーの利用開発に関わりの深

い、たとえば怒世間 ・大気汚議年どの発

室潟との図婦関係の解明と制御。

'3)l:~足場に調和するエネルギーシステム拘

>Rのための有者排気汚染物質の分解 ・制

御哀自の開発。とくにタイオキシンや主主

然主主(I~~括の除表、 ディーゼルエンジン第

ガスの篇:1;(払室内環境浄r~tJどを目的

とした、非平衡プラズマ応用l~U車保全シ

ステムの嫌祭。

スズ希

少1.';予メタングーl'
}，IIキスクリーン拠地
グイハ y

γ~'II J:'f~l.!i 
テス・エンジ品アリノ7
f'ンゾー
トヨタI'jfJJ・1，
NOVA7'1レーフ
目立守~fll，~i

t Dr.機~In:世，:';-I:lrCCl'3 
官1:直シスデl，YII.J.-円シZ
~.;，; 二1 :ソヲ h\BC

本nll~日LC;l'l
マツダ

コ珪j't!:慌

9 



空宇宙工学科

.k~~J，~的主 1 1ζJI‘ぴに

い. ~，~則的'1:1111山I¥V:l¥

した、、，，~とす \l;r~. 
j血k何 7"ンヂ，ア/)(11';

柑Lた叫IIt似町仰向かん。

人閥的修会;EI.. ~ .;;場告を

阿〈た..，.，・略ず?とな'JS; 

Lぇ:.人1M内;1.拘稲凶IJ

すでじ縫雌制週内守前に

お !U.~らに" ，車且

へ主仏か.tt' Jl.ぜ主事と

しています.

4主な授E医科目

・~t~'i・\~ 1;';>嶋崎
縫1l7-
説明J色体h乍
抗体)J"j"
，1十日ifllff;}J";::
HIf)，..~ 
杭n!俄1，'1tj(i )J "j智
駐栴i詰Jr'?
下UW.:lrJJ'I1
腕令官・;-:iliシステム，:t，?1
システム J:"~
子、l iM'総~1，j~~~'. 1 〆
舵'?!惜1)";>
島力字
続可~.星 f?
守強o.畢1'7
!，掛1:7
市I帥 I:"r.
抗~'i:\ln，~事刷帥
'i"ill'!~Uaftlll l:"r~ 

111 

大空ヘーそして宇宙へ

フロンティアをもとめて

. "空宇宙扇時代へ

陪03年ライトlt.却による拘刀初飛行の成

.C)J以来100年足告すの1oJに航空宇宙j王術

は駕5理由WJ進歩喧遂げました。 m重紀は

航空宇樹新PS代といねれてい日2す。安全

性、省エネルギー、地球目官協偲~t.経済性

などの高度のl耳切開踏1こチャレンジする

次官te民同紙空機の限発や‘国際宇宙ス

テーションの主主設、宇宙往還機・スペース

ブレーンの側先立制こ脇被:IJ¥.霊力J;!護老

i!J局した車両指材の制限、月や火霊などの

宇宙資潔の有効初期/J.ど、都霊宇宙工宇

I<Jこれがらの免震が大いに即j得されてい

る工学分野です.

ωIil~岨息jする酷得努潤毘訓省略II!

- 先量書蜂織がJI;蘭針決信念工宇

航空宇宙工学院事〈の先縞科学筏l師が繰

1高官れた総合工学であるといわれ母す.

例えばジャンポジx.ノトl払宇mA自7')1(
口、 スベースシャ トル事どのliil~に寵鍬

官れるように‘況や籾体周りの;吊れや工

ンジン内gpの涜n.あるい1;;'慎知事構溜

の錨JJl.草どをコンピzー?で.mする芋

滋.巨大事システムの翰発手淫.お舗健

111，儒鰻処理・人工苅lil童話ifJとの先銅

版婦が伐含芭抗、 tlæ~.が次々に海軍し

ています。これらの先進樹首は他の趨泉

分Wへの渡及効果そもたらし.新しい在

部分野の保興にも大告〈寄与しています.
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エンジンq期処罰臨

ne日'ぷ崎車却を;附却する

. ，修学科の教育 'o1f究の傑袈

本学科で院、満や衛構J尽を研究する流体刀

字、.tMi草の強I.!tと怒沼1~在耐究するU，í)重工

学、ジェットエンジン怠ど宅研究するI~進工

学、白内操縦や航法裟留についての制御工

学、具室や!ll小沼カの利用を摂究する宇宙

環境利沼工学、絶句、餓型iや錨星通信など荏

研流する字宮前報通信工学、総合的立評価

と設計のためのシステム工学など7正獄、白研

究の導門領賊としていま1)'，をして、苗分野

の完儲的技続課題の研究在通じて.航空機

や宇宙航行体広ど宅設計 。以活 ・m隠す

るための霊能埋織c先鵠i主計fの制筒在行

い、創造的で柔軟性に常むl?iiti苦 ・研究者

の混成をめざしています.

hd加:/1¥円WlJ.. le1I.!-l!!:13河'Ill'・-ロ==創 om .h ml 

組膏E臨調*.!#.~圃

総血刀翼蹟設国

tFeO示ツトシミュレータ

- 特色ある専門教育

句r~激高で l孟、航空宇留工学のli!!lè学l!l!、

先端技術分野に閲する拘自のほか、 %1

年次から『航空宇爾工学12古書』のi~í筏や

研究室でのす人:;~討論など在通じて. 航

空宇宙分野の苗専門節減の保護や相Z互の

関迎在1聖鱗 しやすくし、字S;.が目的態;曜

をもって勉学に取り組めるようにしてい

ます。晋た、~否 。 実駿・設計事Z凶・卒

革研究1<1:どの科白で版、自ら考え、'lljl!Ji

し、発展させる絞首奄通じて、創造性と

母怯在伸ばすとともに、航空宇宙服術者・

前究者に必混在、総合1じゃ悶E事解決のh~

力基j昌うことをg慌にしてい主主す。

〈主な紙ru先}

三連司rCC~~i
川崎jF_C袋，;)11 f，~j品1i'，l'ï(ヒl ti 
'1:'i'I:Jfiしによ結
簡明引Ir.~お
L主主車・'H'fiユ~ ~
11ねJ:Id'II'I' 
トヨタn1+J町・1I
本川』五時
ヂノソー

H ~，もLYR
1::11世
11*エアシλテム

ミN'，Gl誕
在n・.li1句

点王

IIJ'(' i~2 i1; J時
シセーフ

11 '1、t::~\
'，:¥' 1-:泊
II ，I' I ~:'I 
11 本ヒ~ーシ y トパ，， 1;- ド

NTl匹i11 ~、
tll' i"製鋼t・~r
oマッ
クオ'7
ヤンマー

ダイキン斗足

t1j 11本軍l似
NIfnilet?lf-h11守l
杭可了j':'，1ii止lIi向f究IIJr

J、 l<<ftfì'r.1.;.-:';~:

11 



軍事ooiA:;:

同畠ヌも

電:'.lは.~;ol. (t IJoHtの'l!
f.r.':ζI tll;かすζと訓でき

たいb何です.. c:~ø"Jに

むr') :.γ.モーター均一

弘ど的エも，L.1'f-エレ ク

~ Oユタぷ J 1，・f，r人i

~I'，ll..'どを ~')I II した1制u
誕f":J車で ，，，-，..主γ

フト的みらゆるシ7..ヂム

舟-.t;母と'<・')'(/;I}.+ 
的 ・4悟性Uとどまるよと
があ叩aぜん.，fJJ.ニ ~c.:.

ニ収f面的唱礼的指'J!町0・1
1m刊:1二・予伊 レンジしてい

傘市.

子システム工学科

ハード・ソフト

ハートでチャレンジ!

f電気母子シヱテI，'I.J!I.稲Jと障

主な授当医科目〉

・正'，u.. 口九

・ 小中宇宝の頃.電池tllil事毛慢もEしたり. や制E田証どをシステムとしてとらえるfシ

l唯E棋2苛むl"j
ハワ-よ孟ιレiク， I 防ニ皐ユ タ3ス〈

' l喧E峨4品<.ネtれ.，ルル‘不v由世j挽免 l仁，々V乍
古主比¥1惜海盟 C'ブ';:
世，，~時 l '句、

世JJ.I:'(!
~It子11 1)'，指

~，巳テム急;t~， r守、
世ll!<'IU:-'~
正'f(電 rJ:?
過G掴1.'7
通t;シ ~'1ム
問。肘包a
組じ掩l:ll.?

1:1 

ラジ;fのキット篭揖み立主たり.. . . . . . . .~ Aテム工学jについて.バランスのとれ

の時の怨動指摘も泊。仲給していることで なi量鍛制自在取り締えていますJ州えl<t、

しよう。電気は自は見えないもので亨が、 1l:Jl佳の 『実験!;!{走Jで1草木l出増加担ど

照明、拘力.剣.過1邑 コンビ::1-$>芯 1:よる請をしいテーマを但接的に字ぴ、e.
どあもゆることを実現する力者持ってお 3却!E'1:1~2料量的'<I:<']:f~分野の絢g ・ 突

り、弘た吉の日常生活に欠かせまぜん。 蛾在、そして4写生に事ると研究窓に配

ですから電気に関曹晶宇憎分野区大変~ 摘され、基家主自主としてその鵠究段鍍聖

受で、21住正出I>Ii荷録制1として更に設;z 冒と時<<れ

向車完設が期待芭』にてい量す. このように沼気電子システh工学t4匁3
さて、活気穂子シ2テム工学税では、i;l つの工学な中心として、自然や!l!現との

気@箔在はじめとする 「包気工学j、事降雨 鈎相のとれた工字を字ぶことので語る総

回路などの r!~子工字J、そしてロボッ ト 合的!.J:事糾です。
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先週.渓聞の伝褐向信絹

血カ *岡総聖書置T"テJ.

本学科における研究内容

.x更に、4年告でお寂される研究室の紹介在

レ事亨。本宇和1;;いくつかの研究グループ

に分b、れて前究桂行っています。

電力、モータおよび百l告書システム研究グル

ープでは、現代社会のライフラインである'1Il

力綿、あるいは新欝線をはじめとレたあらゆ

る動力の源と怠る宅一?を刻家とした紛究

在行っています。 蹴カについては、自然との

融合をも害腐した新しい磁力シス子ムの創

造吾、モーヲについて1;1:/，ワーエレ?トロニ

ヴスと新しい制御方式による小型商効率モ

ーヲ喧)f:期発在自信しています修また、ますま

す高度化する制御への聖書京に応えるべく、

需に苅しい数l重科学的手訟を忍り入れた制

御システムの謀総l聖書者の研究者行っていま

す。 党書官渡おぶび情報通信システム‘マル

チメディアネットワ一久知的情報通信研究

クルーフでは、マルチメディア隙代の主役を

になう党ファイバ過程や光1m;手除、光ファイ

パネットワーヲと太容箆デ一歩高速利跨シ

ステム‘ i草稿~mi甜システムなど協議通信に

関する研究在行っています。 これらの研究

1<1:大容!it情報伝送と処理!を可能とするぬ光

l韮術ヘマルチメディアデー?ながUf.I切る・ネ

ットつーク段術"黙線泡15に!i!i.刀老先悔する

“f古渡妓澗岨など奄数合古ゼて行い援す.

〈主忽就磁先〉

低下 ;1‘器~flt~
2誕屯l世
シャーヲ
ソ二一

松 lド.屯一1l 

ニ3コ;俗下
11 ，'，ιtr.!}\製~ n:i時帯
3班l担d芝
11 'い立主l
;.;~:j;j!!i 

II"'IBM  
mU'，ll古tJ:.1~
NTTドヨ毛

N T TT~r究所
オムロ ン

キヤノ〆

Tン'/-
l叫判屯11
きんでん

す、1ftプfス
:連ilU::t:

川崎1R工J!
l'ドH唄鋼時
トヨタIHJI;t!
U~~向 fðl 'll
説日本旅客鉄道

阪2電鈴

:i!i:o.11本目、道

“本位~H品企
k阪府立 ).:.';'i~
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電子物理工学科

叫代抗告ι相、て物官F
を場砲とl../.;x.レタ トロ

兵タス I~. ~~かな也析を

;14える1，¥隠と"，勺τぃ念

~l ' . 屯下 1句'，~1:''i，*I 'C'Il. 
1.t子力t!jl:.'1り草(~u:t:r..

止喧チT.'(I4'どの物JlI!学

的措侮と'.ttr ."パイスな

どへ骨tω"圃を幽告し.

剖併記Ec'/-f'to.，看

ιぃ嘩・付、略的債尊師側

量{'UI1lI.企す.

{主な復業科目〉

屯干判明
{桂;11")1ワ1・
~G 'j'イオンピ-l.J;-'j';町
J~'n. M1')JI;r:など》
市国主t:'i~
l.'i ，!M身JII~ I.':'jl:
~G 川柳J附
'G7特rJ，-(・持
主trド笥n. [白'~

司、碍体I乍
t耳帯電 I1:'1' 
聾闘同時正乍

線画駒理
睦tI;-輔低吟
償チ ・~ (-r.? 
止。E千T'1'
:.t~rヂ，吋"

/-1. 

物理で拓く

新しいエレクトロニクス

通務外レー./:光浴llIL喰司低温車重ttJl~

.r電子Jとは

C!i'i子Jとはいったいとん恕坊でしょうか.

m子1<1:非常に班く吉小包いので、ある唆舎

には組子ιレZの縫嘩.輯たある思舎には

ま王としての姿在しています.また先(光

子}とのエネルギーのやりとりもでさます。

それゆえ、旬干に犠ql4J:lI~の鱈台毛主主定

宮ることによって‘いろいる怠4る辛いUil

子現象}毛主世ることがで者ますε 電子デ

バイス障政空中や制賢申といった重量台で

の母子硯車在、Jh‘た曹の役に立つようiこ利
用したものです.

軍陣軍軍事直Q;ljD
a:a臣官有俸の健軍厚主
(1.毎英扮火)

.r昭子物漕工学jとは

f晴子物暖工学j在-Sで説壊すると「演

r!11申や図体内の電子現象を追求し、その

淘哩の哩阪と、新しいl世箆を持ったE直子デ

パイスのt;;)Ca奄指向する学的Jであるとい

え較す.飢恨の司重佳奄秘めた字綿舗t:t

ぞ'g'.この分野~宕いおな古IO/J)婿崩

事~怨が大号車弱混と耳ります。 f富子湖

沼工字"で館、窃J!字栂忍琵慢の上に立っ

てエレヲトロニクスを広い視野で思考rを
る人材の宵成宅自指レています.
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h性副川1'i'sFl臼包醐佃5!iiliii1!.l

カーボンナノチ2ープナノピンセvト
による分子デバイスの繊築

等方砲*(.:.'官民するスメクティックA現品の
へJ凶'JJIAM躍(J，-1;;t5恥柿

• r電子物理工学制jでは

'1ll子物i聖工字宰lでは、紛鈍の本質奇書る

ri母性格蕊jとj~子デバイスへの応陀のIßI

簡を書く備えたr9f~i本~)ill1Jの融合と潟

1日をI品古、りながら、面t究在進めています。

「初1主紛1里lの分野においては‘ 塁王j笠

性の怨点からお混必伝湾、 除I輩、滋鰍某

の路子波籾i輩、 箆子エレクトロニクスに

ついて、盆整l1Iiの鋭点から、光と物質の

稲互作用や新しい光機能材料老畠j旨した

お4怠討料について、皇主ム主7'/1-(7'.の

ま3i需泊、ら、半導体における常子スピンに

闘する11;1主、 むーザー光学物1まなどにつ

いて磁究していま官。

線級加工世話により作斡i:!ttたマイクαマシシ

f半耳手陣窃i聖jの分野<::1止、釜塗盤笠l豊の
官宮点也、ら、悶休初11.界平ifIi物箆初l室、

辛軍事1本繁子工学、分子エレヲトロニクス

について、 昼亘鐙1主の紙。から物質の界

讃における特究お初目霊現象を利用した新

しいデパイスについて、プロセス物J'lの

観点から池子デICイス壱実鳴するための

線網加工!;;j，目、声高。摂成長技術の元に年る

フラ文マ工学‘ ピーふ(電子・分子・イ

オン・光子'i;j.，ど)工学について研究して

い晋す。

〈主な就機先〉

i¥E.C什I~~ '，I~ ~\) 

~r草
11 ，'f. ~~ n'li[; 
'，:~ :1:起
fl川、・七百S必'jl
lí~ I・0広:1:
ン令 -7、
三W:屯4世
c'j百'，Gt世
κ1、"吋Tt"両、11~ 
1κ，'1'‘げ"1'、lドrコ司毛正l限閃E叫削l日E蔚買
-三=韮.江l仁: 
U:I.<屯J
川崎，1n・

11:1.< t~随時 I:~;
トヨタ
ヂンソー

ト1 1I 1~Hl"時
大 阪がえ

II!i ftr，正
副セラ

11 ~、 I I~ ~ I
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人にやさしい
情報化社会をめざして

. ilPI'コンピコ-91孟飛躍的にその処理問E

カtJ趨'-"り、 ~i会のあ缶ゆる部分にまで

その影慰桂及ぼしています。そして夜組

{じする社会に対応するため、コンピュー

タのIヨうべき役削がますます殴大品もの

に怠って吉ています。 しかしその初用者

である私たち人悶よりもコンビューヲに

よる情報処理が優先されること1;;あって

は怠りません。つまり、たとえ純淀 ・大

3見院なものでも 『人にや吉しく安主で快

適なj情報佑社会の実況をめざしといか

な11ればならないでしょう。情報工学科

は r1高級工学とシステム工学の競合Jが

その答であると考え、宇苧l毛rr知能情報J

と fシステム1百議lのE本4主として4日成

句唱工学潤官接鰻曲III

し、それぞれの専門的苦手113を中心に、

それら宅いかに融合していく力、な考えて

いくような教育 ・研究奇行ってい晋す.

iiIl援では f情報基~5時1 と fシステιm

践諜Jから始まり、黒門的な利昌在原>!l!

，:(く ~í胃でをるようre唱し古います。

r 1百議工学涜栂 ・実践JI忍コンビュー舎の

利均i員術やフロタラι作成能力の習得だ

けでなく、コンピ.:>.-$'珪利用した畠陪

システムの動作原l!l!の周!自宅や附成方法な

ども沼得でき品ょう設定されています。

古らにd年生でId:、右に示すようIJ，異体

的立研究テーマについて先輩との-j:~ー

の指導、討論在通じて創造的tIi刀の認発

に努めています。
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. (買l際情報i晶箆の研究俄密)

~自のコンビューヲ{在、 練り返しa1'釘奄

高速に行ったり、手1"に従って処獲する

のは得意です。 しかし、 ;~'i涜から1百穀を

iilIり込み、 5色紙{こ処理する~刀、経験宅

通して宇笛する能刀司王ど、知的なi>l力{証

人民fこ泣く及びません.~日;圭fi'!毅i品径r

I~、これらの人胞の}寺つ潟混 ・ J，'ll書r1.. J謹
話、宇留などの知的なm:力をコンビュ一

世よで実現官る研究在行っています。民

体的には、奇縁・苗百・3Z!I!の認識や暖

員号、二三一ラルネットワー?による学習‘

ソフトウzア開発手法、インテリジヱン

トシステム、倫子宮本ツ1、ヮ--:;;などの偶

究に取り組んでいま官。

. (システム1吊領掲涯の研究偏袈}

工学のあらゆる分野Iこわたるシステムか

ら鎗返刊な1再認を描出し、1寄られた1目誌

を智自iに利用することが密妥ですa 大;境

t葺埠産設官古から窓電製品にまで{控えるコ

ンビュ一世話語御方式のI出発、 デ-~処援

や母~~~革とo)H~'í'Jに自量れた二三一ラ)!巧ミ

ットの基副主的研究および工字的~ffl事ど

に限り絡んでいま亨。具体的に1:<、告祖!

のlIitlllllペラ学習の程論とその応用、コンビ

ューヲ応悶atm'JolJJl;目、ニューラルネット

を開いたfilJl1綾子<J)安定化、 リモートセ

ンシングによる;;;ttJ1お古Z府間への図録処

理、富誇情報処建雰i目立どの前究分野に

刀を注いでいます。
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応用化学科
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化学がひらく新しし、世界

- 未来丑拓く化学の償制

私た主人海は.夫総資源を有切に詞j用す

るとともに、新しい甥質奄OJ遣すること

で舎Eの廼か竜王d 竜踊いてき草した。

このよう~発腐聖買えてきたのI;;:~;れた

科学と筏lfiであり、車かでも均貨の偽造、

性筒、 反応を頗乎 ・ 分子レベJ~ëJ聖書耳し

利用しようとする学l崎、すtJ:わち{じ事が

窓妥耳役tりをlI!たしておりま事.し車、も

舎呂、入額が随闘す6人口問坦L資源・

エネルギー健辺、唄l車問題忽どを解決し‘

よりよい地涼禽時弘司需品叫請を索いて

いくために旬、化学の舗廷と応屈に関す

る教育窃究tJJ:亨ます宙実在を思してい

ます。

ヲラXマ先先分J.If.事1=.&::1島根毘先輔~)m

- 縮周(~学制とは

応用館宇羽で除、 R車検{G+.分析化学、

宿喧化学.越気化字7Jど宅建盤と亨る

f鳳畑・悔理化字温墨jと有路ft'l'.宵
陵合既化学、高分子俗学耳ど在基盤とす

る f有機化学説座J廿らなる大潟座制の

もと、苗弱尽力、~~I唱しZ誌がら篠崎td'(~*

分野の敏商と紛究に取り組み、 l盟l晶(二慢
しいグリーンサミストリーの嶺念に繕づ

いた人材の宵Ill'.を自活しています.

. .機・物理他学涜座の研究慨凄

原子・分子についての偶担荏いかに蜜稲

し、そ征抽轟援をとのように応用するかと

いう立$から訴しい主主書淫を認発し.積

鹿骨折.簡保分析、化石の年代1町宮、笠

司1起i1j!の解明などの正1究悪行ってい官民

泌'1;昆・エネルギー問題に関係する升野で
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有機似合"の合成

弘太信光エネル~と包綜を利用する

ことでこ凪化炭禁とホhら有用怠化合椀

在昌碩!IIt:'合成E去るよう証濠蝿詩碍聖

光高蹴里反応，fiの偶発、あるい広勾気他府

的手法によ~碕性能で寝泊に優しい工ネ

ルギー:ll:J.CQ.貯滋デバイスの開発在自j置

した鮒究i2行っていま官。

園 有織{包挙制趨の研究綿妥

有機化合喝1"錐命現象と深く関わってい

ますが、香織拡有織化合物の偶遣や化学

的 ・甥型的側伎の耳手伝.萄渇ζ会成反応

E潮発、信頁.g実・化学語専有商協質 ・

素材腐売の'JiI誌嗣主主 人工欝葉忍と生体

における化学的担書館の工iii的.!(i伺!こいた

晶司?で幅広い研究を行っていきます。また、

これからのM!fllに不可欠な高分子材料と

して、先銭第備を支え畠磯篇注高分子に

ついて窃究在行って話。、を司押で符に、

超LSI~t竺のための感覚性足分子の合

成巳力在入れても、ます.

. 寧策笠の進路

このようなテーマのもとで教信在う付、

研究にたすさわった宇部の挙集1..、約80
パーセシトカミ大学院へ量正常しています.

宇部の卒業主草らびに文学院の修了宝l草

佑字に基盤奇おくF滋fl'rA甚1;じ聞とし

<:.底集品鑓強産業、 Zレヲトロニヲス

あるい健室主可銭;g遺産軍IJどにおげる研

究者や生産部R防 t豆孤高として活躍する

どけでt;く、文学や毘公立研究機関の酬

究者としても送沼してい草すω
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他学工学科

21世紀君はケミカルエンジニアになる

一化学工学で夢をかたちに一

現Jt<明 暗'ご いH 、4予タ

ノ 0 ジ-(ミ rHtぇ'('q:、ï~Ql

JlI:i自と校<<41)'川、.らIlて

いま仁 目人組ft(ニ紡H令て

]1M表日ll)!とおHJlLとテク

ノロヲーを'会唱するた再

1"欠 〈よと的でさ毛色、午

問1;ff'，ぞれがfl:::，・3・p
日、H

〈主なl聖業科目〉

ケミ冷ルヱンジニユアIJ;..グ
マラ?予三ス

rt"Wuï、.:I~，.ti
1ピF工ï:~)l~i~
碍鈎出世翁

!el担分nu:予
t，;付、:J::'i'
な晶玉守

ヲ ロ七ス!1if~J I:!ド

フロセスシえ子ム ["f.:-

フロセス詰，tr
化学主主流投:11
(1:拘 {仁fLJ.CJ
fl!Hドi九既晶
rnJ~f'Vi::使26

:l() 

- 私た吉の身の周りに倍、吉長駆~l串本製品

tJ'>存者Eし告す.これらの製品の中にl誌、

一男、tじ*工学とl立何の関係もないよう

に見主るものがある舟もしれません伺し

かし、化学工学は霊長くの製おの製造に関わ

っているのです。化学工学は、阪'1'1から製

品を工鋭的に生雄する一連の工線おすな

わ吉プロセスに関連するいろいろな悶m
を湾設として、{じ学・宝物・反応・分態。

精製などの各世プロセスに共必したg応

援i品在絞りほう工宇として宝まれZ棄した.

- 石油からの裂認を例にあげると、目的製

認を得るためには、化宇反応宅取りJllう

だけでは不十分であって、 i;;D料の効率的

主主位i里万法 ・諭送手段や鱒ZネJレギーの

有効な利用、 立らに{草経涜'Ii:と環l寛保全

性についても宅(，lJし、目的製品在笠み出

曹のにもっとも過したプロセスのI~~Ë:を

行うあ裂があります。またひとつのフロ

セスだ1:1で必く、いろいろは製品を同胞

に生泌する工場内の各様プロセス全体在

システムとしてとらえ、その!iii量化も行

う必'!l!があ担ます。
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化学プラント

医療・食品

環 境

- 化学工学1;;、このように続々拡包子荏問時

に扱う学渇で、iim見訟の利用と新技術の

縫立4 工学としての停系的叫新分野への

進出な絞り返し戚戻してきた総合的な学

問分野なのです。このような庭史的筒策

から、最近ではハイテクノロジーを支え

る脳倣拍子、{世様性材料や微"'1司'"のミ

クロの出針から、1自涼規1互の貞ij演 'I;r.、

Jレギーやi署慌のマクロの~!宇までの限広

い分野に進展し、 {.;t.々 は分野のE曹界に属

する字i軍制服の字問とレて兎侵してきで

いま昔。

nD:JJVIVNI.CnemenS.oseICatu.u.eo，JDI 

新素材

バイオ

資源・エネルギー

- 私たちの字科I誌、 Eつの*~獲で備庇古

れ、 5つの前究デループ1Jt活基金していま

すa教育筒e倍、化学工学の対象分野に普

通的eAw占的な保広い学問在員につ1:1. 

~た社会的にも広い浅野をi古5、 国際的

にも活111で苦るような人伺を湾Jil!できる

ようにカリキコラムをliilttしていますe

削究窃では、獄絵子、 l車総19'混合材料、
存在笠粉、化字反応、分段、資源の有効利

用などに隠速する護法的研究とそれらの

ブロ1;:"の開発、削~i日システムの設計な

どについての応関税究主行っていま世 e

{主な就軍司先〉
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材料工学科

4・同t的向'=.t'るIHI:n
J;i.~t.t:!~;人閣の岡山ぞ的品

目でしι.lmQ吋とi.1l(!

"11¥的中V，. !I. (1:.咋時M
(:人き(I'tnl:ι.今、ιた

らrj:tr.旬、::1>1:."'tてli
杭ιτaα r V(~ . 4主仙丹

曲離合同UL/，'"i?lk
誠司式・人以:(tn時抗:こ

'主きている町で令.改均

時代勿rょの".f.型/.-，的
!2 地Il<~人日やさ Lぃ

'L円・. 人 UIの.~.:車内

化的にそれがみ~聾です.

、主なl!!察科目〉
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れ同、11，th白
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材料革命、
人類の未来と先端材料の開発

• 211!!記奄迎えた昔、ぷり街度本文明を築

苦上げるために必畏塩エネルギー ・。航空

宇宙 ・情報 -IBI1.tI曜鶴などの先減産去の

発殴のnr屯l由ってい晶のl車、言うまでも

草く、それを支え品先制I~制の偶発です。

そのためにI~. 高い慨両Bi!t在荷する念鴎

材斜 ・Eラミッヲス ・習合伺制 ・m号碍

斜耳どの研究・開発が不可欠で亨.

U穏工宇絹陣このよう事鏑い社主的重要求

にあえられる人砲の宵成母Sf冒して、剖

料淘性字、制時プロtス、高温材剥学、

トライポ材料寧.1{柵押~mø字および材料

強漢字等の叙宵ñll~哩行っていま喧 。

国弘誼葺宣言ノーマン・
フヌスター剖:Slr抽'"三n
FQster)によって控針さ
れた衆3慌の躍!i!lIJの舛田
であ晶.ピ}~'"修司置さ
悠印0メートル.先量管∞
町出培S去で古めるとBOD
メートルである.ζのよ
う忽火号室tJr.J:鏡闘に，..
js高理リ二ア宅ーター
エレベーター.!iliI!!U'S! 
1:01亀稼担金曽有が鍋えdれ
るが、 これらお高量産踊

'~U1J茸若勾串串~1寄
L:":?てlov暗主司館と
与る，

- アモルファス.人主笹子、インヲーメヲ

リッヲス.コンポジット草ど害保な抑制

の粉世に関する1理論と実験者E湿して、 材

料の川浩およびその性筒を2m子、限子.

縮図といったミヲロ的なレベルからとら

え‘ 伺料工学ょの基造的毘Illlを/1;<のI~

材料絢11学です.

・ i~剥の加工J'5として民主的な塑恒お工と

.IllJl;湯量奄刻家として、鐙径を-IlJ周した

m工ブロ1tAをコンビ2ータ島幸抗したり、

精来の携鰭股慌の1Ji~. 紛障を利用した

抑制の嵩面t:!l凶等を行うのは伺絹フロt

X申です"
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軍週省自子顕織盟臨務

セラミックス決成過程における嵐ガヌ分柄

- ファインtzラミックスI~既存の材料控は

るかに超える優れた耐然位、高強I!!特怯

を持っているため、1lii1ll宇宙、 エネルギ

ーなどの各分野て広〈使2つれてい晋す.

超耐舗共有結合佐官ラミッヲスの研究在

通して、薄娘、繊維、復合材料なと幸憾

な彫悠の窯関材料を開発レ、さら在る応

用の可能性をi車京するのは雨，Z拘科学で

す。

• 

h~、机仏 I ， DI 

材利d晴治宝mの毘勝

アーク沼1#11'後用いた!A盟側科の'sI剖

竃 馬辞際・1事孫・2司滑などの問題はトライポ

ロジーと呼ばれる箆裂なものですが、 こ

の問題にlti01sみ.i'iil事耗性材料の開発

や、材料の表酉ii!l筒在I3l1iすのはトライ

ポ材料学です。

• i盟切な成分と加工プロセスによっ裂湿し

た金属商化合物や先議材料の結保織の形

状や函司さらには抱子欠陥などのta偲在

保提的な分析装おを照いて調べて優れた

11貨を導きだすのは鑓緑樹首u学です.

〈怠な就殺先〉

f.F.左生成:Cl昼
神戸製~Irrr
u本鍋*
11椅製鋼

大1司特雌lIiI
三曹マテリアル

古河屯主¥J:ll
11日朝アルミ

lE;'.<l帯叫!‘量主成
クボタ

7イキンーじま
1(;.事情:r:

目立製Il'Jfr
t疋
三:&;1>-被
松下屯J:
4たドitt出民軍
シ '，，-7
京七ラ

オム'"ン
ローム

抗:b泊

日本'，t;:~1
ソニー
N T +) 

N'J・X
.， ~-
lI* IUM  
令1i:1i
1I斗、屯袋

アイシン品別量
日本附払!
tl~銅剣gιJ::l品
弓挫高u:2E
石J'I!.~~If;J邑注工島
川崎ifO.:業
:7 ';0>ツ

1'3 タ I~~IJJ I I
ni!j'(rl出11]I(
ダイハ人C.:;，
HIIIを日l
ニ醤n動、IC
昨ホチエイシ
tT谷滋;¥'l

n ~i~: Jr 
ó!li :!i，~Hli総令研究ri!j
n-l'也I予)rl暗r立I骨
λlill立産量Il輯誌側術
大1~{r{D'f.大 :::;::

2.'1 



先進テクノロジーは

「科学J的な物質の理解から/
?勿itをt品IJJ.するHjヲキ分チの配夕刊

tL この閃に(:tlP"Il.~. t • ~l干の状

盟によ勺てiJt返さ/lます.また.

そ崎市干.9)~，悠によ。て続々をl世

t~ ~ J!ì'.I?Jオる4 とカ!II~~路ます .

Z市天知的ノモリー. [)NA~ 

持〉主的唱:(.状態がニ撮らせん怖誌

を陪tftさせ:.;むよの館町中には生

時的近伝的仰が日li r.j.~ilていまホー
お)人:I:i内に11;，うれた川ill.mm

碑柏町.Y・R;l'CU・o.時，己的附:(.

配刊を111ザ/I¥.t;G子状阜が屯宮t悦

1.を"""にする曜となリ季サ.

t唱「削肘tWNlの>:J"キaラム

信号時悦仰師遣や瞳GR~哩僻する
た狗に品位。'.，古るもfE内陸i!H'阿(1:，

とιj:す.そして、 本1・社、f':J!.r:拘tt
前理制ιよる柿Lい陵縫物質的刷

時をIH括ιます.

〈主なl聖業科目〉

I~it~物質f'I 同 r- .""
特3略化学

. r-情報j、『バイオJ.r新緊材j

ヲ~ lfiH::'i~
協掩lt'i守
n議It'r.
出分子ft:;~
駒世特明
lHI検'1f:1
町t干化学
祭時豊4材H件ト1'1十!I:i〆ぜ
飴凶It削tl'; ;1!~f;事

限'畳恥;Itf.lil'〆
制限l品開主主
f;織 材料千lJF
f;設随f削4軒》
耐分司持t主
徒同と合令

2.1-

ーモレ亡耳目焼

この三つが、 21世絡の~i!i~書テヲノロ

ジーになることは悶遣いありま世ん。

f情報J(晶、物質に認識 ・表示されU

11れ(;(怠綜がありま世ん。

0・・fパ イ万テフノロジーjとは、 主命に

隣わる物質の工学的昌利用のことです。

山 fWD主将J1;):文字通り新規な物質にほ

1少なりません。

すべてのテウノロジー除、入銀のi活

をより24かにするために物質の機能在利

院しているのです。

しかし、合私たちl立、 織力、怠生活の負

の商にも気づ普段めています。 一一地球

上の資源には俵りがあり、 また~M.こ吉が

怠みだした初演も治lf.に帰るのだーーと。

偲々のテクノロジーに組分化された

f工学j灼泡物箆の淫解だ11では、絡金

的な視点が必要と古れる “地域E.~.tjきにも

お相した;究佳代の話機能物質"のr.aおは

困難です。21t立記に必裂とされるの臥、

これまでの積f，S芳野にとらわれない『私

営J的駐切質のi室:i'l抵のです。



Department of Applied Materials Science 

有限色紙による籾明鈍白削ほ

回 『工学j部にあって f科学j科 l

本学科の妓夫の特徴(立‘物箆の係る渓

いを柿原子・分子中の母子"という科学

におけ奇其滋のき績でi霊IW-記述し‘ そ

の基誌に立つ主新しい機能物貨の創成奄

1，うことにあります。

それ悟え本学科で1品、 1均賃の和学‘

を中也、~i!~としたアッフ 。トヮ ・ デイ ト

なカリキユラム奄編成し、 池球環lAにも

記慢でをる次l主代の紛涜害 ・続i持者宅脅

威します.

n mにIIVlww.ems.osakafu-u.aC.JDI

__i. 

- 具体的にl草、どんな研究者?

本学科の奇鵠究グJレーフは、古まざま

な分野で活発に前究活向な行っています。

・未来の f協議J線停である二ユーロデ

バイス、光~I担回路ゃ光2S器用織縫l生色

務。

..・次也代の fl¥イフrテクノロジーjのE主

総として銅侍される人工ヲンパフ笥や機

能性人工織自昔、 古らには21f!!~aの医療に

碕猷するドラックデリパりーシステムと

医局局分子。

" イオン伝場性ガラス、 結毘-!j~lm笥複

合体、!if:性半導体怠ど、先進的怠 r.l.照
寺~j.

思ど、 の基坦t.~Jt究 ・ C3発在行っていさ去す。

これらの潟防総{童朔貨の!nタ在絞の泊

とするなら、 地球規.~での初質話捜在見

熔え、紙切貨とi由時tll!;.尭・隼!腫系との関

ねりを考えるJ!lJ舟利宇iの研究や物質の間

環ぬ|主の評価由'怖のf由となって、有4胸
に働組しつつ飼宍や教寄が進められてい

ま官。

〈主な誠君主先〉

1、・'r1 
キヤノン
l叫 1 1;1 ~11力

n )f.~2 n;}リ?
4ιz 
t:n・事務ki;1l
訟 1、。11r 
シャーヲ

ー器屯{晶

'=.W'，I.}機
3itセラ

J.\V.!.~製{トji'i
tI:!.z ft~ï!J:l: 
三Iflじキ
lEJ: 
正~j;'_t_q'(マイルム

~i汁，$~W!I泣

出ffJ主製事
小林別措
"!ltレ
ニL二千カ

.ISR 
~( り
お1(，[/型書

1'14ゐ桜~fi I 
ヒントッルn'jf 
IH'触.¥.!.t
人 II~トイシ'Ht";::.. Ll'i 
121内ペイン ト

目。日必IJIllI
kll ~;、印刷

グイキン r.l'~
r; 持品~S~
kM1D¥ 
三品悦紙

神戸現1W時
Hτ1ど争~t.~正
中山'l'HW~r
-4t3Etq!i:司会
ダイハ y0'; 
Ilir.iH約
テル毛

11 <<たl~.:・m':J!
・ j': '，li l唱~ê 'I'~日i
1 1:1 '1事 ・ 地1;~'泊;~lt 
虹l公fl..i(，).:."i: 

2f; 



システム工学科

海と人との発展的アルゴリズム

11，たら円wむ地柑，j，Jfilll・*
問、 ~tlr:l とそよで't! ~る'1:1句1M

から師成されるひとつのシスヂ

ムと Eりえ品二 色がで喜ます.

i為i学システム~C?刊では よ肝

岨却シ"テム肉・1・州旬l~ シ x"
I、，u.t(Fそ伺何刷nため同人仁

シスヂムに勺いて帽o:，.rt(l・

闘寛fffftth.，τい J....ニ仇

..で，lIIn性向ある111-':で樹、..t
師会受けτ~た舶相 1~ltr.'1' 
分野に加之. f;制tv司鳴~t"のJ~

昂fHlt化事与せ， rm'~町b
かるエシ ジユγ』町押収に河内

ています.

""" ...'， 
""'" '--ー四..・2

lMw'-lb¥Ol 

‘主な援業科目

HHJJ'I'i' 
~~テ .!.1'1

i古作JJ7
情必 W'j'

- 治臥突通告として大言力‘ら敢闘古れ主

置ました.21位記に草った合も、濁は情

混在I!!う中心的役割在雪量たしています.

UH'fi'" 
。ii1f'l現Jflt:JH1 
;l1':r:シλテム，，'.(，111~句、
~nn(li(i.tt・Jr'i"

Hf:t.i也'"Jr'? 
‘7(1;;旭豊γ;rt
ilta‘シス rJ..川W命令官
ilf目、QJ世?
illil'W:tli r:? 
ilff)‘叩~JiIJI Jl l;';お
恥;)'+illli1:・宇

26 

j師i草システム工事の目的l孟、安主で湖事

の良い淘i事輸送システムの創道に貢献し

ていくことです。そのため、船舶に円相す

るI主術革新をはじめ、 ヒューマン・ファ

クヲーを考慮した海埠輸送システムの計

菌・開発、陸上および航空銘進と通嶋し

た総合的な長過システふのあり方毒事に関

する研究を行っています.

。J・ ，. 

アメリカ杯レm スヨフトと路芭耳Io.¥tJOを露子

- 濁隊、大宮から食将民もの混として.章た

舎自では石油やm靭資濠の宝庫として、

人娘に大号車窓み老事え続行てきました.

そしZ来来の人々もその思草奄受ける帯

利があるのです。海洋シヌテム工字の目

的1革、海洋資滞在脊刻に利用するシステ

ムの.'J迫に貢献していくことです。その

た的.石油・天然ガスや鉱物資源荏l書醤レ

l開眼する機器の耐究、海洋エネルギー・

ま物資源のj](続的利用に関する研究を行

3 ていきます.
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翼連レジャー'"ートの住脱出峨

11 ~ 

31.，.01・シ主ユレ一日夕を宿いた民団慣甥

- 濁f耳、広火器盟問です。人間!孟干陥やJl!

立てはよっても淘在利用して苦苦したが、

それには;町の紛失という代償も伴って世

ましたa湖;;システム工学の呂的l;t、海

洋空局を有効に利用するシステ阜のft'Jl置

に貨献していくことです.そのため、浮

停方式や:ltl主岩持方誌の湾洋償還喝の偶

発とい.，1:ハード闘の耐究と共に海洋ア

メニティのtJIf.jや海;草レジャーに興わる

ソフト耐の飼究毛行っています.

n極的叩tjul.laltj_ ij.k!Ji!fiUl'l・凶ll!I'IE'Jl咽 x.J.html

<;tな獄事量先〉

4;)111..1別白lrLl:車
川崎lR工準
三韮A工業
目立i単語n
三重1'，羽白
日本捌晋
111崎製妓

t政金属1コE
ト"タfI劫司6
日産自動車
ホンダ

副総でZ叫
三1z.R椛
松下屯_r.
NEC 

曜大il!:!f.体モデル飢息切E瞳~眠 i:.¥ti曲

一 淡諸島自由也Eにお妙晶t現場町寵

- 海旬、 回苛'l~カを持つ古い器官。し泊、し、

I!H皮1.i越えた人悶活動によって汚換のilIi

行している海i還が胞えてい思す.倣蟻さ

れた芭然を復元宮ることは習場で1;あり

ま世ん。 海洋システム工事の目的1;，海

に怨む笠籾と人周とのF貴重、す存持事自

然と人民這勤の軍首由を実現することです.

そのため、遍からのa点で入筒呈活や騒

涜活却を説的‘湾浮照IJ!C人協および人

間活動のあるべき関係を見いだすための

研究な行ってい1I1す。

日本 lHM

NTT 
クボタ
ダイキン t::喜
三1"'''
阪~~-鉄
陶土交通有

;1:1<<1荷主k乍

2i 



経 工学科

情報化社会の経営を科学する

lpi明.のなか"t'ι眠$'U:'::(:

判!ま火住の湛:1¥/.)1抑ざまし

く.官時比耐をむ、ぴ，リ;11
とともに持米岬梓用計総

訳者を 11mす人Hがl'(入

学しています.また.I詰外
か 均舟Ri守、!I:L j与〈、予科

夕、1m!'，を北が進んで、、ます.

主な授業科目〉

'1:・屯'W Jtl~~ス予ム
'1 :.，首，~11崎fJ.
'I:，ijtえヲジ::.- "ング

人1111院柑システム
，~t.U l丘、
1世 1:70
ttFtシλテ.1.1:"(' 
シぇテ，!.， l'，~j!j ftli!.lt1 
Hf~IIV怖シぷテム
ォr-えレ“シ週:-T..リマーナ

M，'iH，'‘四
計:';.U'/tll~J!lt，、r
，11'11知能 C'i:

:111 

一新ししミ未来の創造が経営工学のテーマですー

- 経営工学とは

経8工学と1;;r人 ・紋備 ・草i材 ・情報か

らなる桂笛憶を対象とし、 その溺率的t，j

設計 ・ 討翻 ・ ~I伺法な開発する工学的管

理lt"i布2 だといえま哲。つ去り、経滋工

学1;1、現代の燦縫で高度な1向著書必祉会に

対応し、人間 ・コンビューヲ・{匙械から

1，(る経¥'l1.s;'護シスァムのコyビューヲ

支懐 紙j舌{むをおしすすめ、 主主連a~1王涼

や情報処@!.主t自宅駆使して.そのiil通話

51iIID . im，停を考努する学出1屯のです。

~I!tー割迫ー蝿亮ー初耳ー紅古紙古システム

幅 期待古れる経営工学

1畳ノマの宝震銭t'(ijや1百設処理袋衡を経怠鉢

の諸活仰に有効かつ活切に活凋するため

には、コシピ2ー?を駆使した高度広管理

システム技術が不可欠です.また、短1jijie:

jfiに加えて、殺害ニーズの事俗化.リサイ

ク)V1~、函際化、グローバル化事と、経営体

荏とりまくl車協は急激に変化して昂り、これ

まで以上に創造住が霞視古れ、付加倍加

の忍い独創的でi車場に怨しい続問昂の開

発が強〈妥請されてい'"す。この廼請に雨

えるためには、研究liil発からコン巴ュータ

統合システム怠どのj~íji、製涜、引車、飯器主

潟筒、.l1Slilにいたる経怠休のト-91レな管

I韮システム議iaiと吾のお括主化が必妥です。
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ht回~臥atu.u.ac.Jol

回Z璽
号ョ

一識調
一

-
-一
耳
占

圏直面匝置困
量産システふ"ミ~レーシ三ン

""" 
.... 

経宮線臨時ための担ム予剥

解続.it1~島町検討畠策

- 他分野との係わり

経営工学I晶、常気工学や1出械工学などの

欝有l査術はもとより、数字や経営学在はじ

め、人f歯科学、経済字、社会学零の嫌々お

学的とも潔い係わり桂もっていa!す。とり

わけ、経告書工学の万法務f;l:1.克実の社会や

倉撲におげ晶人間の銅線的怠活動在対象

とするためj士会l.~H毘 ・経泊EU毘・錠f高

照殺の変{むに迅速に対応しな{宣ればなり

ま世ん。 古らに、これからf<l:_企業の合E量

的主運用だ1:1でなく、高度情報他社会の侃

築、畠黙認腐の採F&、省資潟などの塑際的

な諜J1ijにおいても、続営工学のmたす役裂

は世なくありませんe

さ事務自ヲ~I詰潟DlI詩

- 経営工学科の2大場鹿

経望工学科では、商代cll唱拐の変化に柔

軟に対応する人材奄育成するため、Eつ

の大aj'i.J墜を例議レ、次のような毅宵 ・研

究'走行っています。

・笠産システム3ilje

{笠窪d'j'菌、 スゲジューリング、 S質

管理、工程管理)

・知的システム議堕

(，主怠決定支援システム、人問機械シ

ステふ、ファジイデータ解析.知的

コンビaーテインダ}

このEつの大潟E互が協調して、インテリ

ジェント生産システムを開発し、社主に

宙献することを&':>ざしていま守a

〈主な就眠先〉

11 .;t~lfl柑
uホ屯主UNECl
シャーブ
一三曹屯i控
除下.立器術省出
l í~l;~I!J' 

'，.;~ J:i!6 
1:1 ~ミ l U i¥I 
司~1~~h'ltUシステム
ヲすムロンソフトウェア
11ぶiGf，山ltl'Ji(NTT)
N ，(， '"ヂータ

.(~H~製作，I，I(

11 11 1 干'~WÎiJr
トヨタ長1~!J Jll 
1，1 i!t白州市
司tレ
'*t /， 1， IJ-
IHミたC;;~1.((~位
1:1本総合情災時

1司公，f~.:b:大平

《む1憶で1; ， 鋳:t.:11!I ~t

乱:liH判官、 I~，'<ttl'ì:J!I!. 
1U<<lシステl_会どパラ
i 'Y-(1訂fんだ11子IH:
ついてい皐ず.
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工学科

自然科学とハモろう 't.T

::'<"'-1:'71 fでIJ.主主学系

内科Hと柑珂糸町科目を

か会 .j15~専に胤崎ずる主

争に4・勺ている叫が特融

です.4'・11.sJ:・下旬。でIj

コンピ品目?".\'I~"~t処
Vるた駒内リI';n~開通H

IIU.!:vto'/柑処川l由連1，1

U!.制IJ~jす.11.之、

'1・牢・高院の総事と町"

勿l'<n 11:.1¥' b'.‘"でlきる
?ltホ争"再開邑です0.

主な慢探科目》

乱す%:.A
{t:t'i'，&，品
，'( 11iIF{.k 
1'(州民ωlp
暗中畠

世田I~H~tt"r' 
・Itn!恥JQ;). 
f(l; Ulli 
荒川 F
1111))'1'" 
a訟m1'i'
，.: ( 1]"'， 
埼:.11¥11'7
邑臣~\-i 
杓tI町通
拘t1刊n'i
:'('1・I:-'i..t.. ，~ 

:ltI 

、一定 、弘 ・・・ ‘ ・-A-タ-rwM詞・，'，hP'司H2 咽R 
9" ~ -，.. .. ・.. ..，- --- .. ， 

~ . -ヨ》丸 、r ~ ~・， ・ 、
・'司 '圃-・ ・r 

J ' ι J TZ 
ー'ー-aaA'v‘....， ー.ー ー ι 、 .， 

， ~、J・‘， .，E， . 
，.， ， ， "'"・" f

_ .." .・・ . - 1' 
d 

， ・ '
ァ _.i. ...~イ' ・... ~ ...¥ _..¥ ・4，品F-L世r h い

-・~ _ n _ " 

J、HAず~車、
引 … γγ

砂丘町哩"'(上}モ碍ßlllt~1Il現"号シミユレーシ"ン{下}

- 舎S、お学・跨i晶の府rm伝道接により、

径五~tl:mねねてこ-CJ:かで，，，-現象も封患に

するeように怠って昔Zいます.このため.

自然相学の坐慢である政学・物運字の重

要主性が噂してい聖亨伺

・ 獄i里工学制では.応用者念願において慈

.. l聖書寄荏怒視した般向、品将官在行い、具

体的広問題を解決する実力と新窃隔の開

発に取り組む弱気哩f唱えた人材を育成し

ます.

. $主連工宇宇:t'Q.‘身E溜りでおこる複々

芯震設を実銭‘表現‘31析という立場で

まヨ究在行うこと告白僚としています。ど

のような鮒究が行乃れているのでしょう

か。 bてみ嵩しよう.



Department of Mathematical Sciences 

同恒三1附

句史理工学科3'手虫句。<Jv、 γaんのi拠哩鶴田}・ x' (1) =ー叫(1・・1)¥1十κ(1)) 

Yさん :これって、宝物の1昌援をモデル

{むした鰍分方程itらしいんだけ

ど‘4五かなが解けないんどよtl.

0<ん :.(/-1)じ。なくってr(/)忍ら

IU屯んだt1となー.

H鞍疫.自然環護老モデル化するとき、

制分方在ltがよく俣ねれるんだ.

でも、 その解者求めるのは闘惣

~嶋倉が多いんだよ.

Y吉ん :，ぜか色、いかによい1持活まで効指

よ〈近似司るかという数値鰐折

の凶究が役に立つんですね.

4哨暗号・i肱電羽子充実匝

強週鵠沼海慶 {檎理系}

実強:m買の旬気師、SI!，拘栓質を釘へ

晶ために、滋十.._~~千eVの光また

I;:~百子在・・メス"として思いた実技

研究

問i品:必{長崎.協性.光学自音色筒怠ど物

鈍の1品々恕ふるまいの理子力守に

混づいたE量削減奈究

従~.物理学の刻家に主主ら16.1J'~

た窃海草i'iI(砂丘の~差、包坊の

割f¥Oi同宣専のの理量産持母究

mlilJli擦のt:力学.符に向閑E定患
や力;1，;(，パヲーン形m.3告停に

Jlける不安定現象のE霊諸問研究

.;:~学疋の濁自 ( 1舘<11)

.Yさん :11子力学でトンネJレ羽織って出

てきたりど、Jl!はどういうこと?

Oくん:原子が墜を還り抜けて行ったり

すること事んだ.

Y古ん・へー1舎まで'11JIi!I渇が過mし芯

いの?でも、 実慣にそん本事っ

て起こるのか岨，，?

T先生。電子などのミヲロな出"では銘

般的にも硲認古れている甲車ん

だよ。それに、封書近では新しい

理論官官Z正予言も古れていて‘ モ

れを使った車両しい電子様子の噌

案もされているんだよ.

強理解航海産 倣 字系}

表現:1脳の記憶システムのモデルモ倒護

する研究

解析 ;11tli車率、奈週明畝の体政砿ど也の

中にあふれているデ-~力、色物事

の本質在貝いだそうとする統制。学

に闘する研究

正催、安全な遺伝のための政宇{符

号・賠号理~)の研究

f!s.(~上司法うな庖閥的な錦亭の制『

実生活に鼠直侵Il1!I悪事いかもしれ与も国1

量れ芭悼集しさを持った純拘減学にも取り

悶んでいます.

〈主な就目寵先3
.oJ11J ~illよ
Ii'iAX 
~1EC1肖iUシスヲム

:¥'1"1 
wソフトウ"γl閣内
すムCンソフ .?J民ア
川崎君L:ti
.. t.;n傘吉.¥通ιν又tJ.

神戸耳鋼桶

三i手元年換
CSK 
シャーフ

[I，l<:士JiU .x;
11 ~JßM 
日本総出f
n本;1J$l
UJ'I:，ぷ~frt!'; mν3足利、
:<<上i曲
伝子屯器雌，l'，
三電量主主

三韮電設
ミノルタ

Yl(K 
.j'=¥lil町培、"1)';1司
防衛庁

'1'下.ρif先手電I(
"1公立;I<~~f!
大阪府立止や

;J I 



近年、 路線系の苗芳野では、高1世~ft 知俗化 ・システム化が進み、 吏に人的活動c自然環続との潟

~n'â蕊持した fものづくりJ が求められています。このような機純系システム宅開発・設計・生;m . 溜

伺するためには.1理4珪系銃部に{係わる亜総的学問分野品、ら町周波i時分野まで荏高連合した殺笥と研究が不

可欠となります.ll'h織系専攻では4分野の滋回1生・守門性老!Ii徳しながらも、その共通住宅金かし、宥

般的に連l持・協力して、特色ある教育と研究桂行っています。

各分野のi理士潮崎隷磁での代表的な倒究テーマ桂以下に沼介します。

慨掠システム工学分野

自信妃を支えるメカニカルシステムヱンジヱア

i)!jl! .沼通荷車下での初草2・総選のf!l'J3王ι変形

計Si!闘停刀学によるl品選強l!JI.と趨ES2281

コンビュー?を~IJ泊した知的な談計とま淫

高機能マイヲロマシンの1m発
ul.1自製X線航t官邸像計測

プログラムle穫を利用した非線形期制系設計

除械のずイナミヲスと人類とのハーモニーを邑指した詣;惑と館怒

エネルギー機械工学分野

地隊との共生をめざしたエネルギーと照焼

デイパーヲ→莞J;l訴践とシミュレーション

3長体総事lの4書簡!昨:官滴除bF見設の解暁

マイヲロパフルのレーザトラyピンタ

工平)~ギーシステムの鼠活設計 ・ 適時

大気自賢明汚染予潟宅デ)~の開発

lF平総プラズマによるディーゼル工ンジンの排ガス浄化

続空宇宙工学分野

大空へーそして宇宙へ フロンテイコ宅求めて

第¥m刀罪眠拡置を挫都中

ロケットj芭力荏うける柔紙偽造系のフランヲとタイパージェンスに対するmi豊設計と実鍛

乱涜副総による超音速誌やスヲラムジJ;-!Jトエンジンの限遡化

革新的煎ザイク)v在利用したp;'~XlJíf;エヰルギ一変l畏方武の研究

篤m力下で0比重低濯涜体の流れと熱移動の研究

航空機、宇嘗除、宇宙崎造物、宇溜ロポラt-.;t<どのアドバンスト制御

新星そ利用した泡J;Jil軍蝦銀晶lシステムのE主計および地球環焼観測データの解絹

海洋システム工学分野

海と人との発展的アルゴリズム

i時i韮環院の計測とシミュレーシヨンに関する研究

人間 ・生1胃i毘段におlする1気盛性のiB草

海洋混合府の発達に関する研究

EZ量的の佐官Eおよび経消性評踊に掬する研究

海洋における照 ・ 骨組Ül!i畠4担の備~世綬評緬

計g軍吉主体力学在照いた紬軍ii}t'¥怨illlftにtlilする研究

.1:1 



.'1 .. ι 

信軍事A

肩毒ヌL・

電気と情報:それは21世紀の基盤技術です

経営

工学分野

情報

工学分野

これから箇さんが活躍する21世紀は、物質的 ・経済的銭かさだけでなく、文

化的 ・3高得的にも震かさを慰じることのできる社会でありたいものです。

「情報通信Jrナノテクノロジー・材料Jrエネルギ- Jの21世紀製基然妓術を縫立

し産業主語争力のある固なつくることj環燐Jr安全」の鋭点から人とi祭績に優し

い社会をつくることがとても大切です。私たちの専攻では、これらを実現する

ため解決すべき諜皇室に、奴浬、電子物1霊、電気電子システム、 1奇縁、 ε営の宣言

分野が協力し、新鮮な感憶の留さんとともにチャレンジします.

院しくは各分努ホームページを御覧下さい。



物質

偶蹄学告での克里慢のーコマ

物質系専攻でl立、翁債に3邸主をおいた叙湾と朗究在行うこと在B的にし

ていま"!J。 すなわ吉、有後化合羽九書館、セラミッヲスなど、いるいろな

物質珪升子・原子レベルでとらえ、その性質や{語能毛評価し活隠すること、

新しい羽田荏創造i・開発すること、また物質のlj.cy涜 ・分視のプロセスやシ

ステム荏例祭すること忽どを対象にしています。

~た、 研究m~患の恕設は国際学金持よ1;1色古るんのこと.国際学金 ・ 金

総にも1自衛的に華参加し、発袋.g;J路を行うことにより、国外の問先者とも態

見受換し幅広L将司質利害2の怒携を身につけるl語会を持つごとがで琶ます。

<t零士前期(修士)課程の研究テーマのー例〉

応用化学分野 地!.jtl;:優しい先鍋(~学“クリーンケミストリー"在目指して

ブラ文マ苑光分光分t斤によるヒ味、アンチモン及びビスマスの足感度・向H否定思

マグネトロンスパッヲ法で調製した，P(~持TiO~苅渓光都荒lこよる水の完主分解

高分子ゲル電線賀署用いた=ッケJレー水蒸電池のI由実とその特1主評価

14fi~有機禽日化毒物を用いる高立体i!I択的光芭館廷導入反応仁関する街究

ジスjレフィド結舎の可進行司潟裂を利用したロタキザンのir.合成涜

再司2苦悩型地銀1自註扇舟子

化学工学分野 ハイテヲからエネルギー ・地主事環境まで

興棺系反応在利用した持、彼ナノサイズ滋子の;宮棺合成法の開発

使用済みニッケル/水蒸二次世I泡からの金属有(1&紛の回収ブロtス

エタセルギーi望翁にli!づく高;:aプロセスの設計

タンパク貨工字的手法による有機港線耐性議諜の開発

聾貌搾水処般による有織性謙譲紛のZE逮お度資沼化

機能1生縫合籾手設計プロセスおよびその評価

材料エ字分野 ~1世紀の材料開JØ -.rコVテリアル申f>'A!-

工亭)~'I'- . 1商事在システムのための新材料の府IJ~電 熱電変換初輔、孫娘材料、軽量耐熱材樹

高性能マグネシつム合量の~J製と成形加工銭ítõ

高制熱1茸t!ラミッヲス合成に向けての前駆体ポリマーの限遇設計

テルミッ ト反応在利用した童館飽他合初の合成、:i~額、鈴i置

制環境憾と高浪強僚に優れたll!i目愈腐悶化合初の開発

機際物質科学分野 憲先鑓物質のサイエンスー措置岬揮とQ)lIO'冊目中?;'-

.i!i1i砲事，Qイフ?ン伝導ガラスの，.e~製己金問{ホイオヱヲス繁子へのf，r.t;淘

i事境中における微由物質の溺定 ・反応・処壌のf判事主

経請波在用いた除能性微和子の制成

光合成lF.先機能在緯したポルフィリン絵fjlj体のl品業

機能性諸分子在用いたインテリジzント泡伝子デリパリーシユテムの抗fif

誘母体、li!1主体、半導体ナノ構造吾思いたニューロメモリ一、盛子コンビューヲーのl出発

:J;. 



法等の他にe新鈴のNC!i!袋、マシ=ンタセン7一、

ワイヤー1iXl;l加工機およびガラスJiI)工事Eの設U~が

怒って百り、企図的にも誇れる設協、規棋で‘学史の

実験 ・実濁在行っている。また、叙商研究に必事!な

各種の実験装

績の製作や資

料の悶吊i怠ど

も待っていま

す。

-工学部生産銭1百世ン~-

当セン宮ーには、従来磁のま有涜、鍛後、経鐙、ポール

大阪府立大学金察

総合f間報センヲー

先鋭科学研究所

生物資沼間発tンヲー

制学銀術共同研究センヲー施設

⑥
=
晶
凶

⑮
z

⑨

工 学部

民 学部

経済学部

総合科学部

社主嬬祉学部

①
V

A

骨
一
⑨
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⑤
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交通案内
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t湾海S9f.t&1中出苦鳳‘1'''，徒歩15分
陶嵩高野埠日揖下[11，前世市首

~" I ' 111トrを{ドるに当たって.

写f4tJtnhtkどでご1M!いただ

いた以下の'Jr-'.'/mr、1護側に感

溺しま十.

事bllホ航ヰ:1皇ヱンジν協会

下iiilllJ発・1¥忽lヨi
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思表刊の写真は

持軍国正和 rプロセAJ

臼矯内(正門}を入っと正窃にあ

るオブジェ。 ー惹下が原石で.上

にE症なるに従ってより憶さがか付

られていく。救湾のフロtス在衰

弱している。
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